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担 当 教 官 ： 後 藤 智 行
授 業の 概要

電気工 学の多 くの分野 に亘る 専門知 識がいる が，本 講義の 理論面で は，４ 年生ま での電気
磁 気学と 交流回 路理論の レベル で十分 理解出来 る程度 の内容 にしてい る．教 科書は １週当た
り ２時間 で１年 間の内容 で構成 されて いるが ,本 講座は 半年間 で送配電 工学全 体を学 ぶ．  

分野別 割合は ，送電工 学と配 電工学 が３：１ 程度に なる． またその 内容は ，各々 理論とそ
れ に付随 した計 算問題， さらに 電験等 に出題さ れた問 題中， 送配電工 学関連 の演習 問題を随  
時 提示し たいと 考えてい る．
達成目標との評価方法 大分高専目標（B2），JABEE目標(d(1)①,ｇ）
（ １）本 校は電 気主任技 術者第 ２種認 定校にな ってい るので ，本校を 卒業し 実務に ついた後

５ 年後に その資格 認定を 申請し ，その際 に受け 入れら れるレベ ルを学 習する ．
（ ２）実 際の企 業におい ては， 認定に よる資格 取得よ りも受 験による 資格取 得の方 を要請さ

れ ている ケースが 多いよ うであ る．従っ て，電 験３種 及び２種 への自 学自習 が十分に
達 成出来 るように なるこ とも大 きな目標 である ．

上記（ １）， （２）は 定期試 験にて 評価する ．
回 授 業 項 目 内 容 理解度の自己点検

1

2,3

4,5

6,7

1．送電 系統
(1)送電 方式と 系統電圧

(2)三相 ＳＣＲ コンバー タ

線 路定数 と定常 時送電特 性

(3)電力 円線図 ，安定度 と送電
容量

〇 直流送 電方式 と交流送 電
方 式の特 徴 ,電圧に ついて
〇 三相Ｓ ＣＲコ ンバータ
の 動作と 波形
〇 短 ,中 ,長距離 送電線路 の
線 路定数 とその 送電特性
〇 電力円 線図作 成と利用 方
法 ,定 態安定 度 ,動態安定 度
過 渡安定 度と送 電容量

【理 解の度 合い】  

8 前 期中間 試験 【試 験の点 数】 点
9

10～
11

12

13

14

前 期中間 試験の 解答と解 説
(5)故障 計算と 中性点接 地方式

送電 系統の 保護方式 および
地中 ケーブ ル ,架空電 線路の
構成 ,通 信線誘 導障害

2．配 電系統
(1)配電 系統の 構成と配 電設備

画
(2)配電 線路の 電圧降下 ,電 力損

(3)電灯 動力共 用配電方 式 ,
(4)負荷 の性質

〇 三相不 平衡事 故と故障 計
算 の実例 ,中 性点接 地方式
事 故に対 する系 統の保護 方
式 につい て
〇 地中ケ ーブル と電線路 の
徴 ,送 電線路 事故時 の通信
線 路への 障害 ,鉄塔 ，架線
絶 縁技術 等につ いての概 要
〇 配電系 統の構 成 ,配電系
統 の施設 ,配 電線路 の用語 ,
単 相 ,各種３ 相方式
〇 集中負 荷の場 合 ,分散負
荷 の場合 ,単 相３線 式 ,単 相
〇 三相バ ランサ ，負荷の 接  
方 式 ,負荷変 動

【理 解の度 合い】  

15 前 期期末 試験 【試 験の点 数】 点
前 期期末 試験の 解答と解 説

履 修 上 の 注 意

送 配電工 学は総 合電気電 子工学 と云っ ても過言 では
な い．そ れだけ に広範囲 の集積 された 知識の上 に ,そ  
の 理解も 成立す る．講義 の内容 はでき るだけ下 記教科
書 の順序 に沿っ て進めて 行くが ,や はりそ こには 自ず  
と 限界が ある． めざまし い技術 革新の 下に展開 されて
い る今日 の電気 事業の動 きは， 教科書 を離れた ところ
で の学問 的事項 が ,あまり にも多 過ぎる ．従って ，そ  
う した今 日的問 題は，折 々に調 査事項 としての キーワ
ー ドとし て ,また教 科書の 内容以 外に ,これ まで習 った
こ と聴い たこと のないも のとし て提示 し ,各自で イン
タ ーネッ ト等を うまく駆 使して 今日的 技術を修 得して
も らいた いと考 えている ．

教 科 書 今 西周蔵 著 ，新編 電気工 学講座 ３４送 配電工学
コ ロナ社

参 考 図 書 藤 高周平 編 麻 生忠雄 他４名 共著
大 学課程 送配 電工学 ， オ－ム 社

関 連 科 目 発 変 電 工 学 ,電 気 機 器 工 学 Ⅱ ,高 電 圧 工 学 ,パ ワ ー エ レ ク
ト ロニク ス，電 気法規 ,シ ステム 工学

総 合 評 価 達 成目標 （１） ，（２） につい て、２ 回の試験 で評価
す る．

総 合評価 ＝（２ 回の定期 試験の 単純平 均）
再 試験は 原則と して行わ ない．
総 合評価 が６０ 点以上を 合格と する．

【総 合達成 度】

【総 合評価 験】 点


